


【1】知識・理解系（講座①〜④）
沖縄の歴史、戦争やマラリアの体験、戦後復興など、語り継ぎ手として必要な
知識を専門家から学ぶ

【2】体験・実習系（フィールドワークA、B）
地域の戦跡や資料館等を訪れ、記憶と場所を結びつけて体感的に学ぶ

【3】構築・発信系（講座⑤〜⑩）
「語る」「伝える」ための技術、構成力、発信力を身につけ、自ら講話やガイドを
組み立てる実践型講座、平和学習や講話のための教材作成、発表会を実施する

講 座 の 全 体 構 成

本講座は、以下の3つの内容で構成されており、知識習得から実践的な技能まで段階的に
学べるように設計しています。

本事業における講座の全体構成

沖縄戦の体験や平和への思いを次代に伝えていくための
知識、技能、発信力を持った「語り継ぎ手」を育成する

事 業 の 基 本 方 針

受講者中心

講義型のイダサクゲユ知
識習得ョを中心とする講
座ではなくヮ本事業の受
講者が中心となり学んだ
内容をアウゲサクゲする
時間を設けるヰム語り継
ぎ手メになることを意識
しヮ事業修了後にオイコ
として活躍できる人材の
育成を目指すヰ

本事業の取り組みをより多
くの方に関心を持っていた
だくためにヮジケィアへの
発信を重視するヰ沖縄県の
平和への取り組みが県内外
に伝わることでヮ事業に直
接関わる方々以外にも事業
の効果が波及することを期
待するヰ

メディアの活用

参加者と共にオイコの現
場で活用できる資料や教
材の作成に取り組むヰ事
業で学んだ内容をヮ自分
ならどのように伝えてい
くのか参加者自身が目標
を設定しヮ考えヮ行動に
移すことが本事業の大切
なキヴゼだと考えてい
りヰ

ガイド教材の開発

本事業における3つの特色
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講義闗闔闖闢锚闦

沖縄本島会場
月 日 曜日 回 内容 講師閺担当

閘 閛閜 土
閗 閿事前闵闼闒闰锈闁锁锖闰閻開校式 沖縄県

閛 閿沖縄闳近代史閺琉球王国時代〜戦前闳沖縄閰知識閺理解閣閱 新城俊昭

閡 閜閙 土
閜 閿沖縄本島及闋閏島地域闲间闢闽沖縄戦閰知識閺理解閤閱 大城闀航

閝 閿八重山戦争闪闸闼闄閰知識閺理解閥閱 大田闀閐男

関 閚閜 土

閞 閿沖縄闳戦後復興閻戦後〜現在閰知識閺理解閦閱閿 仲本闀和彦

閟 閿沖縄戦体閖者闳語闻継闖⼿闲閍锃闽講座及闋実習A閰構築閺発信閧閱
普天閌朝佳
中川闀闭闏闻

関 閛閙 土 閠 閿沖縄島中部闳戦争閍連遺跡及闋施設閰關闟闁闾闐锒闁门A閱閮闊锄锍闄闁 中田闀耕平

閚閙 閝 土 閡 閿沖縄島南部闳戦争閍連遺跡及闋施設閰關闟闁闾闐锒闁门B閱閮闊锄锍闄闁
大田闀光
仲村闀真

閚閙 閚閚 土
関 閿闺闶闁锋作成闲锌闝锇閻振闻返闻閰構築閺発信閨閱 锐闱闅沖縄

閚閙 閿平和学習關闇锁闼锈闁锋闲閍锃闽講座及闋実習閰構築閺発信閩閱 玉城直美

閚閚 閡 土
閚閚 閿沖縄戦体閖者闳語闻継闖⼿闲閍锃闽講座及闋実習B閰構築閺発信閪閱

吉田闀伸
井出闀佳代子

閚閛 閿平和講話閺闔闞闐閻語闻継闖闳実践闲閍锃闽講座及闋実習閰構築閺発信閫閱 锐闱闅沖縄

閚閚 閚閞 土
閚閜 閿平和講話閺闔闞闐閻語闻継闖闳実践闲閍锃闽講座及闋実習閰構築閺発信閬閱 锐闱闅沖縄

閚閝 閿閉校式閻修了証書授与 沖縄県

石垣島会場
月 日 曜日 回 内容 講師閺担当

閘 閛閜 土
閗 閿事前闵闼闒闰锈闁锁锖闰閻開校式 沖縄県

閛 閿沖縄闳近代史閺琉球王国時代〜戦前闳沖縄閰知識閺理解閣閱 新城俊昭

閡 閜閙 土
閜 閿沖縄本島及闋閏島地域闲间闢闽沖縄戦閰知識閺理解閤閱 大城闀航

閝 閿八重山戦争闪闸闼闄閰知識閺理解閥閱 大田闀閐男

関 閚閜 土

閞 閿沖縄闳戦後復興閻戦後〜現在閰知識閺理解閦閱閿 仲本闀和彦

閟 閿沖縄戦体閖者闳語闻継闖⼿闲閍锃闽講座及闋実習A閰構築閺発信閧閱
八重山戦争闪闸闼闄

遺族会

関 閛閙 土 閠 閿石垣島内闳戦争閍連遺跡及闋施設閰關闟闁闾闐锒闁门A閱閮闊锄锍闄闁
綿貫闀円
石堂闀徳一

閚閙 閝 土 閡 閿西表島内闳戦争閍連遺跡及闋施設閰關闟闁闾闐锒闁门B閱閮闊锄锍闄闁 内原闀勲

閚閙 閚閚 土
関 閿闺闶闁锋作成闲锌闝锇閻振闻返闻閰構築閺発信閨閱 锐闱闅沖縄

閚閙 閿平和学習關闇锁闼锈闁锋闲閍锃闽講座及闋実習閰構築閺発信閩閱 玉城直美

閚閚 閡 土
閚閚 閿沖縄戦体閖者闳語闻継闖⼿闲閍锃闽講座及闋実習B閰構築閺発信閪閱

八重山戦争闪闸闼闄
锓語闻継闘会

閚閛 閿平和講話閺闔闞闐閻語闻継闖闳実践闲閍锃闽講座及闋実習閰構築閺発信閫閱 锐闱闅沖縄

閚閚 閚閞 土
閚閜 閿平和講話閺闔闞闐閻語闻継闖闳実践闲閍锃闽講座及闋実習閰構築閺発信閬閱 锐闱闅沖縄

閚閝 閿閉校式閻修了証書授与 沖縄県

闸

実施期閌锈间闲间闷年闺月间闵日锑闳闳月闳闷日锍闺日閌锎
実施回数锈闳闶回



第12・13回　　【構築・発信系講座⑨・⑩】

平和講話・ガイド、語り継ぎの実践に関する講座及び実習

成果発表会　
ロ沖縄本島会場と石垣島会場とオソセイソで結ぶレ

ヂミグゼワシ内発表会マドテ分程度ミ
ラヤナ〜ニ人でノグゼワシつくる
ラヤグゼワシ内で発表マ発表ニ分ルニ人ミ
ッミグゼワシ内で代表発表者決めるマニ分程度ミ
ツミ代表発表マネテ分ミヒ石垣島はオソセイソ
ラヤ沖縄本島ヌ人マ発表ネ分ヮ準備デ分ルヌ人ラナノ分ミ
ラヤ石垣島ト人マ発表ネ分ヮ準備デ分ルト人ラデヌ分ミ

受講者の声（要約）

自分にできることをュ継続して取り組んでいきたいと改めて思いましたョ本講
座で繋がった受講者と連携したュ平和ガイサの取り組みが実践できたらと考え
ましたョ
語り手としての自信がつきュ今後のガイサに活かせる機会になりましたョ
この講座を受けてュ地域以外の沖縄戦の実相を学ぶことができましたョ初めは
どのように学んでいいのか不安もいっぱいありましたがュ周りの先生方や受講
者の方々に色々教えてもらえてュとても充実した研修を受けることができまし
たョこの研修で学んだことを生徒に還元できるようにュ日々研修を続けていき
ながら沖縄戦がいかに悲惨であったのかュまたそこに生き延びてきた人たちの
思いュ亡くなった方々の思いをどのように生徒に伝えていくかフを模索しなが
ら研修に取り組んでいきたいと思いますョ
改めてヘ沖縄戦の語り継ぎ手養成講座ベに参加させていただき心から感謝いた
しますョありがとうございましたピラ非常に充実した学びをいただきュ同じ受
講者の方からもたくさんの刺激を受けましたョさっそく作ったシセソを実現さ
せるために動いていきたいと思いますョ

トト

進行：玉城 直美 氏（（株）うなぁ沖縄 代表）
講評：棚原 和宏 氏（沖縄県平和祈念資料館）



第14回　　閉校式・修了証書授与

閉校式・修了証書授与

閉校式
ロ沖縄本島会場と石垣島会場とオソセイソで結ぶレ

デミ激励の言葉マ友の会ラ会長ラ久保田曉ミ
トミ主催者挨拶
マ沖縄県平和祈念資料館ラ館長ラ大城友恵ミラ
ドミ修了証書授与ラヒ石垣島は別で開催
ナミ受講者代表挨拶
ニミ記念撮影
ヌミ沖縄県平和祈念資料館友の会についての説明

受講者の声（要約）

戦争学習ではュ子どもたちの感想がヘ戦争はだめだベといった定型的な表現に
とどまってしまう課題に直面しますョ子どもが主体的に学べていない背景に
はュ教員である自分自身の指導のあり方にも省みる点があると感じましたョ
これからも沖縄戦に関する学習の場がュ月にデ回モト回程度あるといいと思っ
たョ大城館長のお話の中でもあったようにュ沖縄戦ュ平和というコワスはュ重
いコワスで視点の多角化が必要なものだと思うョそのために沖縄戦を語り継ぎ
たい思いのある人たちがュ繋がりながら共にザセゲケズアゲシできる場が欲し
いと思ったョ
受講者の方々のいろいろな考えに触れてュこれからの平和の継承の仕方をいろ
いろな視点で学ぶことができましたョまたュ今後の活動の意欲も高まりュこれ
から自分が頑張るジイソゴや将来の展望が見えてきてュとても良い経験になり
ましたョ感謝の気持ちでいっぱいですョありがとうございましたョ
これからやってみたいことが増えましたョ想いを持って活動していきたいですョ

トド



フォローアップ研修

令和6年度 受講者 対象

進行：玉城 直美 氏（（株）うなぁ沖縄 代表取締役）
報告者：内山 直美 氏（豊崎中学校教頭）

令和ド年度ノ沖縄戦の語り継ぎ手養成講座ハとしての第一回
シォソボアゲジ研修はブ過年度受講者が集うノ振り返りの
会ハとして開催されましたヘ前半はブ当時の学びや各自のジ
ゼタケボゴを基にした活動報告を行いブノ教材づくりハや
ノ子どもとの対話ハといった実践的な課題について情報交換
を深めましたヘ後半はブ今後の活動支援やザゲゴゾボク再構
築をコボスに議論しブ連携強化への決意を新たにしましたヘペ
事例発表ではブ内山氏がブ次世代継承を意識した先進的な

平和学習の実践を報告しましたヘ同校ではノ探究ハをコボス
にブ教科横断的なジソグゼズを展開ヘゾボクケセゲジやノ感
情ケボゴハを用いて生徒が歴史を自分ごと化する工夫やブVR
活用ブ外部講師の招聘など多角的な手法が紹介されましたヘ
特にブ沖縄の象徴的な日を扱う特設授業はブ戦後史までを見
据えた視点を養うものとして注目されましたヘ
本研修はブ学校現場での具体的なアクケセタとブ語り継ぎ

手同士の対話を掛け合わせることでブ地域全体で学びを未来
へ繋ぐための具体的かつ実り多い機会となりましたヘ

フォローアップ研修後の声（要約）
自分にできることをブ継続して取り組んでいきたいと改めて思いましたヘ本講座で繋がっ
た受講者と連携したブ平和ガイサの取り組みが実践できたらと考えましたヘ
語り手としての自信がつきブ今後のガイサに活かせる機会になりましたヘ
この講座を受けてブ地域以外の沖縄戦の実相を学ぶことができましたヘ初めはどのように
学んでいいのか不安もいっぱいありましたがブ周りの先生方や受講者の方々に色々教えて
もらえてブとても充実した研修を受けることができましたヘこの研修で学んだことを生徒
に還元できるようにブ日々研修を続けていきながら沖縄戦がいかに悲惨であったのかブま
たそこに生き延びてきた人たちの思い亡くなった方々の思いをどのように生徒に伝えてい
くかネ模索しながら研修に取り組んでいきたいと思いますヘこれまでの研修で多く計画を
してくださいましたヘ
改めてノ沖縄戦の語り継ぎ手養成講座ハに参加させていただき心から感謝いたしますヘあ
りがとうございましたヌペ非常に充実した学びをいただきブ同じ受講者の方からもたくさ
んの刺激を受けましたヘさっそく作ったジゼタを実現させるために動いていきたいと思い
ますヘ

ヅテ



よく理解できた
ヾヽ。ヺ〛

理解できた
・ヹ。・〛

あまり理解できなかった
・。ヽ〛

とても満足できた
ヿヸ。、〛

満足できた
ヺヾ。ー〛

あまり満足できなかった
ヺ。ヾ〛

受講者アンケ〝ト結果

各講座」　。ヺ・〒ヹヹ。ヿ『の受講者アンケ〝ト結果

Q〆講座内容はどの程度理解できましたか〈 Q〆講座内容の満足度をお聞かせください

ヺヾ

養成講座アンケ〝ト分析報告
本講座は〔受講者の理解度、ヾ。ヽ〛〔満足度、ヿ。・〛と極めて高い水準にあり〔〉語り継
ぎ手《養成に向けた確かな手応えを得る結果となった〖

ヹ。〙講座の定着度
〉よく理解できた《との回答がヾヽ。ヺ〛に達し〔専門的な内容ながら適切な情報提供
がなされたと評価できる〖一方で〔満足度におけるヺ。ヾ〛の課題点は次年度への改善
材料とする〖

ヺ。フィ〝ルドワ〝ク分析
沖縄本島会場〄〉チビチリガマ」ヺヽ票『《や〉一中学徒隊資料展示室」ヹ、票『《への
関心が高く〔凄惨な記憶や同世代の記録が受講者の心に深く刻まれている〖
石垣島会場〄〉名蔵白水の戦争遺跡群《や〉忘勿石之碑《が上位に挙がり〔地域特
有の〉戦争マラリア《を現場で学ぶ重要性が改めて示された〖

・。結果を受けて
戦跡に込められた〉痛み《を自分ごととして捉える受講者の真摯な姿勢が印象的で
あった〖今後も〉五感で感じる学習《を継続し〔解説内容の精査を通じて講座の質
をさらに高めていく〖〘〘〘〘〘〘〘〘〘〘〘〘〘〘〘〘〘



ヸ ヽ ヹヸ ヹヽ ヺヸ ヺヽ

チビチリガマ

シムクガマ

掩体壕

ユンタンザミュ〝ジアム

忠魂碑

座喜味城跡

ヺヽ

ヺヸ

ヹ・

ヹ・

ヹヺ

　

ヸ ヹ ヺ ・ ー ヽ ヾ ヿ

名蔵白水の戦争遺跡群

大浜の掩体壕

ヘ〝ギナ〝壕

石垣島事件の現場

八重山平和祈念館

八重山戦争マラリア犠牲者慰霊之碑

ヿ

ヽ

ー

ー

ヹ

ヹ

ヸ ヽ ヹヸ ヹヽ ヺヸ

一中学徒隊資料展示室

沖縄師範健児之塔

ひめゆり平和祈念資料館

平和の礎

全学徒隊の碑

19

15

13

10

5

ヸ ヹ ヺ ・ ー ヽ ヾ

忘勿石之碑

ミルク面

青空学校跡

悲憤の十文字

疎開小屋

6

5

5

3

2

フィ〝ルドワ〝クA」、。ヺヸ『
Q〆印象に残った場所を教えてください」沖縄本島会場『

Q〆印象に残った場所を教えてください」石垣島会場『

フィ〝ルドワ〝クB」ヹヸ。ー『
Q〆印象に残った場所を教えてください」本島会場『

Q〆印象に残った場所を教えてください」石垣島会場『

ヺヿ

受講者アンケ〝ト結果



受講者アンケート結果

づっふ高ひぢぞ
キキクギド

高ひぢぞ
ウウクウド

講座最終日（11.15）の受講者アンケート結果

Q：本講座、全体を通して、沖縄戦の
　　語り継ぎ手としての意欲は高まりましたか？

Q：本講座全体の満足度をお聞かせください

づっふ満足つきぞ
キウクエド

満足つきぞ
ウキクキド

講座を終えた受講者の感想
障害者づ沖縄戦ど視点つ今後ふ深ぴっ行きぞいづ思ぢっいひすツ障害当事者とふ希望者がいほ

どつヂ次年度ぜね受講しっふべいぞいつすツ

私でぺとヂつきほこづヂ戦後生ひぼど次世代が平和とちいっ考えヂ語ぺ継ぎ手づしっ頑張ぢっ

びひすツ

講座ま企画しっくたさぺヂ本当とあぺがづうございひしぞツ学みたこづま胸と沖縄戦ど語ぺ継

ぎ手づしっ日々研鑽しでがべヂ活動しっいきひすツ

こぼひつ知べでかぢぞこづま知ほたけつでくヂ伝えっいかでけぼにづ言う使命感ま感じひし

ぞツつきほ場所つヂつきほこづかべ始ぴぞいつすツ

受講者ど方々どいぽいぽで考えと触ぼっヂこぼかべど平和ど継承ど仕方まいぽいぽで視点つ学

はこづがつきひしぞツひぞヂ今後ど活動ど意欲ふ高ひぺヂこぼかべ自分が頑張ほんめゝれぶ将

来ど展望が見えっきっヂづっふ良い経験とでぺひしぞツ

期間まふう少し長くしっヂ講座ど間隔まあけっふいいどかでツ

語ぺ手づしっど自信がちきヂ今後どゃめろと活かせほ機会とでぺひしぞツ

来年度ど八重山諸島どわもヌ゚ろ゜ヌやと参加しぞいツ

自分とつきほこづまヂ継続しっ取ぺ組みついきぞいづ改ぴっ思いひしぞツ本講座つ繋がぢぞ受

講者づ連携しぞヂ平和ゃめろど取ぺ組びが実践つきぞべづ考えひしぞツ

学みたこづま活かしっヂ次ど世代と語ぺ継ぎつきほぷうと少しずち活動しっいきぞいづづ思い

ひすツ

ェキ



こど講座ま受けっヂ地域以外ど沖縄戦ど実相ま学はこづがつきひしぞツ初ぴなてどぷ
うと学みついいどか不安ふいぢぬいあぺひしぞがヂ周ぺど先生方ぶ受講者ど方々と
色々教えっふべえっヂづっふ充実しぞ研修ま受けほこづがつきひしぞツこど研修つ学
みたこづま生徒と還元つきほぷうとヂ日々研修ま続けっいきでがべ沖縄戦がいかと悲
惨つあぢぞどかヂひぞそこと生き延のっきぞ人ぞだど思い亡くでぢぞ方々ど思いまて
どぷうと生徒と伝えっいくかザ模索しでがべ研修と取ぺ組みついきぞいづ思いひすツ
戦争学習つなヂ子てふぞだど感想がシ戦争なたぴたジづいぢぞ定型的で表現とづてひ
ぢっしひう課題と直面しひすツ子てふが主体的と学ばっいでい背景となヂ教員つあほ
自分自身ど指導どあぺ方とふ省びほ点があほづ感じひしぞツ今回ど講座ま通しっヂ
シ自分ごづジづしっ戦争ま伝えほぞぴどゎゝれま得っヂ深く思考すほこづがつきぞこ
づなヂ今後ど教育活動と生きほ大きで糧とでほづ実感しっいひすツ
普通と生活しっほづ絶対と聞けでいぷうで話まぞくさみ聞けっヂづっふあぺがぞかぢ
ぞつすツ新聞ヂ本でてヂ勉強どぶぺ方なぞくさみあぺひすがヂぶぢぬぺ専門ど方ヂ詳
しい方ヂそしっ実際と体験しっほ方ど話ま直接聞くこづつ理解が深ひぺひしぞツそし
っ他ど受講者ど方ど意見ふ聞くこづつヂ自分ど講話どめゕヌょがたいは固ひぺひし
ぞサ皆さみど意見どいいづこぽま参考としでがべヂ今後ど自分ど案内と活かしぞいつ
すツ
こぼかべふ沖縄戦と関すほ学習ど場がヂ月とウ回ダェ回程度あほづいいづ思ぢぞツ大城館
長どお話ど中つふあぢぞぷうとヂ沖縄戦ヂ平和づいうりヌゔなヂ重いりヌゔつ視点ど
多角化が必要でふどたづ思うツそどぞぴと沖縄戦ま語ぺ継ぎぞい思いどあほ人ぞだ
がヂ繋がぺでがべ共とゐ゙らゆ゗むらゑつきほ場が欲しいづ思ぢぞツ
こぼかべぶぢっびぞいこづが増えひしぞツ想いま持ぢっ活動しっいきぞいつすツ来年
度ふ今年づ違う内容があぼに修了生ふ聞けほづ嬉しいつすツ
改ぴっシ沖縄戦ど語ぺ継ぎ手養成講座ジと参加させっいぞたき心かべ感謝いぞしひ
すツあぺがづうございひしぞサ非常と充実しぞ学のまいぞたきヂ同じ受講者ど方かべ
ふぞくさみど刺激ま受けひしぞツさぢそく作ぢぞゑ゙ゝま実現させほぞぴと動いっい
きぞいづ思いひすツナゑ゙ゝま実現すほ前とヂるゖゝよれ゛ヌゆ゘ゝセ練習会ゼでて
ま開催つきほどつしへうかツ私どゑ゙ゝな平和ど礎まりヌゔとしっおぺヂ会議室でて
ふ借ぺっ座学ふ検討しっいひすツ具体的で実施とちいっ相談させっぱしいつすツ

ェギ

テ講座最終日どむゝゅヌれつなヂ語ぺ継ぎ手づしっど意欲がシ高ひぢぞジづど
回答がウゥゥドと達しヂ皆様ど志ど高さと深く敬意ま表しひすツ
シ自分ごづジづしっ伝えほ教育ど模索ぶヂ障害当事者づど視点でてヂ多角的で
平和ど継承と向けぞ熱意あほ言葉と胸が熱くでぺひしぞツ本講座つ得ぞ知識づ
仲間づど繋がぺま糧とヂ皆様が各々ど場所つヂ未来とちでがほ希望ど語ぺ部づ
しっ歩びま進ぴべぼほこづま心ぷぺ応援しっおぺひすツ

アンケート



01
沖縄県平和祈念資料館は戦争の犠牲に
なった多くの霊わ弔いゲ沖縄戦の歴史
的教訓わ正しく次代に伝えゲ全世界の
人びとに沖縄のこころわ訴えゲ恒久平
和の樹立に寄与するため設立されたゴ

沖縄県平和祈念資料館

住所：沖縄県糸満市字摩文仁614番地の1
電話：098-997-3844

本島南部フィールド
ワークマップ

03
ひめゆり平和祈念資料館はゲゞウゥウ年ィ月
ゟ゠日ゲ沖縄戦の体験と平和の尊さわ伝
えるためゲひめゆり同窓会によって設
立されたゴ証言映像や当時の写真ゲ壕
の実物大模型などわ通してゲひめゆり
学徒隊が体験した沖縄戦の実相わ伝え
ているゴ

ひめゆり平和祈念資料館

住所：沖縄県糸満市字伊原 671-1
電話：098-997-2100

02
学徒ケ教職員゠ゝゝ名わ超える人々も沖縄
戦に動員されゲ陣地構築や通信ゲ弾薬
運搬ゲ傷兵の搬送などに従事しゲ多く
が志半ばで命わ落としたゴ本資料室
はゲ養秀同窓会創立ゞゟア周年記念事業と
して開設されゲ遺品や資料わ通して一
中戦没学徒わ追悼しゲ戦争の惨さと平
和の尊さわ次世代に伝えているゴ

一中学徒隊資料展示室

住所：沖縄県那覇市首里金城町1-7 付近
電話：098-885-6437（養秀同窓会）

フィールドワークマップ（本島南部）

START

一中学徒隊資料展示室
養秀同窓会ＨＰ

沖縄県平和祈念資料館
ＨＰ

ひめゆり平和祈念資料館
ＨＰ

゠ゝ



04
昭和ゟゝ年゠月゠ゞ日ゲ沖縄師範学校生徒に
召集令が下りゲ予科ゟ年から本科゠年ま
で゠ゥィ人は鉄血勤皇師範隊わ編成し日本
軍の作戦に参加したゴ解散命令の出た
後はゲ敵軍に斬り込む者や壕内で自決
する者など多くの犠牲者わ出したゴ終
戦後ゲ生存者と龍潭同窓会員の寄付に
よってこの塔ができたゴ

沖縄師範健児の塔

住所：沖縄県糸満市字摩文仁548
電話：098-997-2765（県営 平和祈念公園）

06
沖縄の歴史と風土の中で培ゎれたエ平
和のこころォわ広く内外にのべ伝えゲ
世界の恒久平和わ願いゲ国籍や軍人ゲ
民間人の区別なくゲ沖縄戦などで亡く
なられたすべての人々の氏名わ刻ゐだ
記念碑エ平和の礎ォゴ太平洋戦争ケ沖
縄戦終結アゝ周年わ記念してゞウウア年ィ月ゟ゠
日に建設されたゴ

平和の礎

住所：沖縄県糸満市字摩文仁444番地 付近
電話：098-997-2765（県営 平和祈念公園）

05
旧制中等学校の生徒たちがエ学徒隊ォ
として動員された歴史わ伝えようとゲ
糸満市の平和祈念公園にエ全学徒隊の
碑ォわ建立したゴ沖縄戦ではゲ県内の
ゟゞ校すべての旧制中等学校の生徒たち
計約ゟ千人がゲ旧日本軍の指示などで学
徒隊として戦場に動員されたゴ学徒隊
の過半数が戦死したと言ゎれているゴ

全学徒隊の碑

住所：沖縄県糸満市摩文仁444番地
電話：098-997-2765（県営 平和祈念公園）

県営 平和祈念公園 ＨＰ

゠ゞ



01
読戦争誒誗誘誀誮詯実相詾後世詮正詠
詛伝詖詻詫詫詶詮誹人詄詯尊厳詙保詇
詟詼詻社会詯構築詫誹八訿山地域詘詹
世界詮向詜詩恒久平和詯実現詾訫詖詻
読平和詯発信拠点誮詯形成詾目指詠詩
詔詻誻

八重山平和祈念館

住所：沖縄県石垣市新栄町79-3
電話：0980-88-6161

02
石垣市役所詯北約誦誠誠ｍ詯場所詮所在詡
詻石垣島詪現存詡詻唯一詯有蓋掩体
壕誻
誆誛誅誘調誋詪出来詩詔詻誻
誡誩誤誥年詮詰誹詞詯詸評詭掩体壕詾誥誠機
分訷詨詥詫詟詼詩詔詻誻

大浜の掩体壕

住所：沖縄県石垣市真栄里722-34

03
石垣島内詪最大詫詔詽詼詻誑調誄認調
壕詰誹石炭岩詮掘詺訴詳詼詩詔詻誻
主詮誈誙誎誇詮詸詻掘削作業詙行詽
詼誹昼夜交代制詪訲詯監視下詪作業詙
訸詵詹詼詥誻

ヘーギナー壕

住所：沖縄県石垣市大浜 付近

04
名蔵白水詯戦争註許群詯中詮詰誹井戸
許誹詘詳詬許誹壕誹炭焼窯許誹詁詷詑
器詙散乱詡詻場所詭詬誹今詪詶当時詯
訳詔生活詾垣詄見詻詞詫詙詪詚詻註構
詷註物誱診具詏詭詬課詙残詟詼詩詔
詻誻

名蔵白水の戦争遺跡群

住所：沖縄県石垣市字名蔵シーラ原1355-83

05
沖縄県八訿山地域詮詗詔詩詰訲詯作戦
展詃詯必要性詘詹住民詙悪性誒誗誘誀
詯有病地域詪詓詻石垣島誹西表島詯山
詄訽該詯証詉詾強詔詹詼誹相次詔詪誒
誗誘誀詮罹患詠誹三千余名詙終戦前後
詮無念詯死詾訹詝詻詮至詨詥誻

八重山戦争マラリア犠牲者慰霊之碑

住所：沖縄県石垣市石垣961-15

06
誡誩誤誥年誤月誡誥日誹太平洋戦争末期詯沖縄
県石垣島詪誹日本海訲訯備詆詙撃墜詠
捕虜詫詠詥誀誕誘誂訲搭乗員誣人詾処
刑誸殺害詠詥事件詯現場誻
戦後詮BC級戦犯裁判詪多数詯詅係者詙
訰訫詟詼誹誧人詯死刑詙執行詟詼詥誻

石垣島事件の現場

住所：沖縄県石垣市新川1625-9

石垣島フィールド
ワークマップ

フィールドワークマップ（石垣島）

START

八重山平和祈念館
ＨＰ

誣誢



01
詞詯一帯詰歴史的詭戦争誒誗誘誀詯悲
劇詯詋境詪詓詻誻
誡誩誤誥年誤月波照詄詯住民詙訲命詮詸詨詩
詞詯地詮強制疎詃詟詣詹詼多詛詯人々
詙熱帯誒誗誘誀詮罹患詠詩古訾詯島影
詾求詵詭詙詹亡詛詭詨詥誻

忘勿石之碑

住所：沖縄県竹富町西表島南風見田の浜 付近

02
誫忘勿石誽誎誊誙誒誽誇誃認説
万感詯思詔詪当時詯波照詄国民学校詯
訮名信升校詂先生詙詀剣詪石詮刻詿試
悲憤詯十文字誻

悲憤の十文字

住所：沖縄県竹富町西表島南風見田の浜 付近

03
証詉小屋詰砂浜詮詍詠詥森詮並話誹全誥
詈落詙誡詈落誤〜誥班詢詧詮分詘詼詩共同
生活詾訶詨詥誻

疎開小屋

住所：沖縄県竹富町西表島南風見田の浜 付近

04
誡誩誤誥年戦争詮詸詻強制疎詃中誹大嵩伊
佐誱当時誧誥歳課詰誹波照詄島詯誔誇誖
調誒誱旧盆行事課詾想詔誓誙誅詍詾彫
詺詭詙詹帰島詾詎詨詥詙誒誗誘誀詮罹
患詠誹詞詞南詐見田海岸詯疎詃地詪亡
詛詭詨詥誻

ミルク面

住所：沖縄県竹富町西表島南風見田の浜 付近

05
国民学校詯詌空教室詫詠詩入学式詫授業
詙行詽詼詥場所詾訪問誻疎詃地詪詶教育
詾続詜詸評詫詠詥訬詴詮対詠誹強制疎詃
詯命令者山下訲曹詰詤詼詾中止詟詣詥誻
砂浜詮文字詾描詚誹当時詾想像詠詥誻

青空学校跡地

住所：沖縄県竹富町西表島南風見田の浜 付近

西表島フィールド
ワークマップ

START

誣誣

フィールドワークマップ（西表島）
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